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ヤンマーパワーソリューション株式会社

脱炭素/ゼロエミッション化に向けたヤンマーの取り組み

～ バイオ燃料による脱炭素化の実現 ～

内航船の廃食油回収・バイオ燃料活用に関する協議会活動報告セミナー
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本日のご紹介内容

ヤンマーパワーソリューション株式会社

1.代替燃料への対応方針

2.開発概要：

2-1.バイオ燃料への取組

2-2.水素機関 +バイオ燃料

2-3.燃料電池 +バイオ燃料

目次
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1.代替燃料への対応方針
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1.代替燃料への対応方針

ヤンマーパワーソリューション株式会社

2025年4月 第83回海洋環境保護委員会(MEPC83)より ※MEPC84で1年延期が決定

【引用】 https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001884048.pdf
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1.代替燃料への対応方針

代替燃料への船種による転換（推進システムを含む想定）

ヤンマーパワーソリューション株式会社 Page: 5
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1. 代替燃料への対応指針

舶用市場における低・脱炭素化に向けた研究開発

全方位的取り組み

DF(二元燃料)エンジンの開発 https://www.yanmar.com/jp/marinecommercial/newtechnologies/alternativefuels/

© YANMAR POWER SOLUTIONS CO., LTD. Page: 6
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2-1.バイオ燃料への取り組み
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2-1.バイオ燃料への取り組み

2008年マレーシアのコタキナバルにバイオ燃料の研究拠点を開設し、
実用化に向けて研究開発に取り組んできました。

ヤンマーパワーソリューション株式会社

6EY18ALW 800kW

小形汎用エンジンや6EY18を用いてバイオ燃料[FAME(~B100)等]の技術を確立
https://www.yanmar.com/global/about/technology/core_excellence/ykrc/
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2-1.バイオ燃料への取り組み

陸用では、廃食油（SVO)やFAMEを用いた
バイオディーゼルコージェネレーションシステムとして多くの納入実績あります

ヤンマーパワーソリューション株式会社
https://www.yanmar.com/jp/energy/solution/biodiesel/

https://www.yanmar.com/jp/energy/cases/73396.html

(6EY18ALW 510kWe)

廃食油(SVO)を用いたバイオ
コージェネレーションシステムの事例
・発電開始年月:2018年5月
・累計運転時間：15,637hr(2020年3月末時点)

・発電電力:7,867,656kWh
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2-1.バイオ燃料への取り組み

舶用では、インドネシア国内で2015年から実績あり、
現在はB40が義務付けられています。2026年よりB50となる予定

ヤンマーパワーソリューション株式会社

弊社は、汎用エンジン、舶用エンジンと多くの製品を
インドネシアにて販売していますが、重大なトラブル例
はありません。
劣化による燃料コシキの詰まりは報告されています※

※B40とは、FAMEを40%混合した燃料を意味します。

※非常用発電機で長期間放置されたケースで発生
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2-1.バイオ燃料への取り組み

お客様とのコラボレーションによる実船でのトライアル例

会社名：豊田通商株式会社

バイオ燃料：B50(FAME + MGO) 

燃料供給会社：豊田通商株式会社

船種：1240DWT バンカリングタンカー

トライアル地域：シンガポール

エンジン型式：6N21A-EW (NOx:IMO2)

定格出力：956kW/850min-1

用途：主機関

運転時間：1978hr

ヤンマーパワーソリューション株式会社

その他、国内を主に内航船,外航船での数多くのトライアルを実施

問題無く使用可能であることを確認
Page: 11



このページは、目次項目記載欄ありのスライドです。

＜目次項目記載欄＞

◼ 左上の目次項目記載欄は、あり・なしを選択できますが、1つのプレゼンテーショ
ン内では有無を統一してください。

＜フォント＞

◼ Meiryo UIで統一ください。

＜レイアウト＞

◼ ヘッダーのFLYING-Y、YANMARロゴには周囲のクリアスペースを確保し、文
字や写真を重ねないようにレイアウトしてください。

＜その他＞

◼ 見出しの箇所には、「目次の項目」ではなく「メッセージ」を記入ください。

◼ 右下のページ数表示は原則消さないでください。

バイオ燃料の取扱い法をサービスニュースにまとめましたので活用ください

2-1.バイオ燃料への取り組み

ヤンマーパワーソリューション株式会社 Page: 12

FAME(B100)、HVOにも対応可能です。
皆様の脱炭素化の取り組みをサポートします。
サポートが必要な場合は、
          ヤンマースタッフまでお問い合わせください。



2-1. 水素機関 ＋ バイオ燃料
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2-1. 水素機関 ＋ バイオ燃料

水素焚きエンジン開発の全容

ヤンマーパワーソリューション株式会社

上野トランステック株式会社様との共同内航船向け

外航船向け

Page: 14

本日はこちらを
説明します
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2-1. 水素機関 ＋ バイオ燃料

内航船舶向け「水素4ストローク高速エンジン」の実証試験において
定格出力での運転に成功し、船級認証を取得済み

Page: 15ヤンマーパワーソリューション株式会社

中形高速水素エンジン：2025年12月船級認証取得

・[現在､]
  少量のHVO(Hydrotreated Vegetable Oils:水素化処理植物油)
を点火源(パイロット燃料)とした燃焼により、
CO2の排出を限りなくゼロに近づけています。

・[今後、]
本年秋頃に予定している実証運航試験に向け準備を進めています。

Page: 15

内航船舶向け「水素4ストローク高速エンジン」の船級認証を日本海事協会より取得｜2026年｜ヤンマーパワーソリューション株式会社 - News｜ヤンマーパワーソリューション株式会社

https://www.yanmar.com/jp/about/company/power_solution/news/2026/01/13/160508.html
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2-2. 燃料電池 + バイオ燃料
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2-2. 燃料電池 + バイオ燃料

舶用水素燃料電池システムの取り組み

新モデル発表
(GH320FC)トヨタとの

協業開始
(2018～)

トヨタFC
モジュール

2025

◼国プロや実証試験で水素・燃料電池の舶用対応技術を蓄積し、2023年に商品化

ClassNK
AiP取得

DNV
AiP取得

ヤンマーパワーソリューション株式会社 Page: 17
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2-2. 燃料電池 + バイオ燃料

商船三井テクノトレード様向け旅客船「HANARIA」へ、ヤンマー燃料電池システム初号機と2号機を搭載。

ヤンマーパワーソリューション株式会社

項目 仕様

用途 旅客船

航行区域 限定沿海区域

総トン数 238トン

LPP×B×D 29.7m×10.0m×3.7m

載貨重量 19トン

航海速力 10.2ノット

旅客定員 103名

推進方式 電気推進

使用燃料 水素／バイオディーゼル

【引用元】 https://motena-sea.co.jp/

24/4月～
運航中

Page: 18

ヤンマーの舶用水素燃料電池システムを搭載した旅客船「HANARIA」が「マリンエンジニアリング・オブ・ザ・イヤー2024」を受賞｜2025年｜ニュース｜大形舶用エンジン｜ヤンマー

https://www.yanmar.com/jp/marinecommercial/news/2025/07/23/154470.html
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燃料電池発電システム

2-2. 燃料電池 + バイオ燃料

水素とバイオディーゼルを使った日本初のハイブリッド型旅客船。ヤンマーの水素/電気推進システムを採用。

ヤンマーパワーソリューション株式会社

リチウムイオンバッテリシステム

バッテリ盤電源盤

サイドスラスタ

始動器盤

電動機

サイド
スラスタ

一般負荷

配電システム

電力マネジメント制御

統合コントローラ

SHIPS-I
(陸上監視)

インバータ推進電動機プロペラ

推進装置

水素タンク

エンジン発電システム

水素タンクは所掌外
（船主支給品）

ヤンマー
所掌範囲
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このページは、目次項目記載欄ありのスライドです。

＜目次項目記載欄＞

◼ 左上の目次項目記載欄は、あり・なしを選択できますが、1つのプレゼンテーショ
ン内では有無を統一してください。

＜フォント＞

◼ Meiryo UIで統一ください。

＜レイアウト＞

◼ ヘッダーのFLYING-Y、YANMARロゴには周囲のクリアスペースを確保し、文
字や写真を重ねないようにレイアウトしてください。

＜その他＞

◼ 見出しの箇所には、「目次の項目」ではなく「メッセージ」を記入ください。

◼ 右下のページ数表示は原則消さないでください。

最後に

© YANMAR POWER TECHNOLOGY CO., LTD.

お客様の低・脱炭素化の実現に向けたソリューションを提供します

未来へのパワーソリューション｜大形舶用エンジン｜ヤンマー
ヤンマーパワーソリューション株式会社 Page: 20

https://www.yanmar.com/jp/marinecommercial/newtechnologies/


未来へのパワーソリューション｜大形舶用エンジン｜ヤンマー詳細はこちらを参照ください。⇒

https://www.yanmar.com/jp/marinecommercial/newtechnologies/
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